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久保講堂は昭和
しょうわ

１３年に、真岡小学校の講堂
こうどう

として建てられました。現在の金額
きんがく

で数億
すうおく

円
えん

になる建設
けんせつ

費用
ひ よ う

は、全て久保家（久保六平氏 久保貞次郎
さだじろう

氏の祖父
そ ふ

）から寄付
き ふ

されました。

美術
びじゅつ

評論家
ひょうろんか

でもあった久保貞次郎
さだじろう

氏は、久保講堂が完成した記念
き ね ん

として、「児
じ

童画
ど う が

公開
こうかい

審査会
しんさかい

」

（今でいう美術展
びじゅつてん

）を開きました。久保貞
さだ

治郎
じ ろ う

氏
し

は、今に続く芳賀
は が

教育
きょういく

美術展
びじゅつてん

において、

「久保
く ぼ

賞
しょう

」を創設
そうせつ

するなど、久保講堂を拠点
きょてん

とした芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

を行いました。 

また、久保講堂ができた当時は、芳賀
は が

郡内
ぐんない

に千人規模
き ぼ

の人数が入ることができる建物がな

かったため、真岡小学校児童の体育活動、芳賀地方の児童生徒の作品展示会
てんじかい

、戦没者
せんぼつしゃ

慰霊
い れ い

祭
さい

、

市
し

議会
ぎ か い

など、さまざまな活動の拠点として広く利用され、愛
あい

されました。 

昭和６１年に、真岡小学校から現在の場所に移設
い せ つ

されました。平成9年5月、県内の建造物
けんぞうぶつ

としては初となる「国の登録
とうろく

有形
ゆうけい

文化
ぶ ん か

財
ざい

」に登録
とうろく

されました。 
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